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6

刊
行
に
あ
た
っ
て

公
益
財
団
法
人
　
日
本
近
代
文
学
館
理
事
長
　
　
　
　

　
坂
上
　
弘
　

当
館
に
「
資
料
は
語
る
」
と
い
う
新
講
座
が
開
講
し
た
の
は
二
〇
〇
九
年
の
こ
と
だ
っ
た
。

一
九
六
七
年
に
開
館
し
た
当
館
は
、
雑
誌
・
新
聞
・
図
書
・
全
集
な
ど
の
文
字
資
料
の
宝
庫
で
あ
る

ば
か
り
で
な
く
、
作
者
の
手
が
加
え
ら
れ
た
肉
筆
資
料
（
校
正
刷
、
発
表
後
書
き
直
さ
れ
た
本
文
、
執
筆
意
図
を

記
し
た
書
簡
な
ど
）
の
宝
庫
で
も
あ
る
。
こ
う
し
た
稀
有
な
資
料
と
と
も
に
、
い
わ
ば
立
体
的
に
研
究
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
作
者
や
作
品
の
全
体
像
が
鮮
や
か
に
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。

以
来
、
こ
の
講
座
は
、
森
鷗
外
、
夏
目
漱
石
、
芥
川
龍
之
介
、
太
宰
治
を
は
じ
め
、
近
現
代
の
文
学

者
と
作
品
を
対
象
に
、
幅
広
い
作
家
・
研
究
者
を
講
師
に
お
迎
え
し
て
き
た
。
そ
し
て
年
度
ご
と
に

「
文
学
の
〈
大
正
〉」「
青
春
と
文
学
」「
作
家
か
ら
の
手
紙
」
な
ど
の
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
主
題
と
切
り

口
が
豊
富
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
文
学
の
深
み
へ
と
入
り
楽
し
む
講
座
と
な
り
、
人
気
を
博
し
て
き
て

い
る
。
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7 刊行にあたって

二
〇
一
三
年
と
二
〇
一
六
年
の
講
座
「
資
料
は
語
る
」
で
は
、「
資
料
で
読
む
『
東
京
文
学
誌
』」
を

テ
ー
マ
と
し
た
。
講
師
の
皆
様
に
、
東
京
を
テ
ー
マ
に
描
い
た
、
ま
た
東
京
を
内
面
に
抱
い
た
文
学
作

品
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
い
た
。
近
現
代
を
息
づ
く
東
京
は
、
在
住
の
文
学
者
た
ち
の
目
に
ど
う
と

ら
え
ら
れ
て
き
た
か
。
森
鷗
外
、
夏
目
漱
石
、
樋
口
一
葉
、
斎
藤
茂
吉
、
芥
川
龍
之
介
、
川
端
康
成
、

林
芙
美
子
た
ち
は
成
長
す
る
稀
有
の
大
都
市
東
京
を
ど
の
よ
う
に
見
つ
め
生
き
て
き
た
か
。
書
下
ろ
し

も
加
え
て
、『
文
豪
た
ち
の
東
京
』
と
い
う
一
冊
に
ま
と
め
て
ひ
も
と
い
て
い
た
だ
く
こ
と
は
、
私
共

と
し
て
大
き
な
よ
ろ
こ
び
で
あ
る
。

編
集
に
あ
た
っ
て
著
作
権
者
の
皆
様
の
ご
協
力
を
得
て
、
文
学
者
を
育
ん
だ
東
京
の
資
料
写
真
を
掲

載
で
き
た
。
ま
た
東
京
で
活
躍
す
る
文
学
館
や
記
念
館
か
ら
所
蔵
資
料
の
紹
介
な
ど
の
ご
協
力
を
い
た

だ
い
た
。
ご
執
筆
者
や
文
学
館
・
記
念
館
の
皆
様
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
る
。
　
　
　

　
二
〇
一
九
年
十
二
月
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8

は
じ
め
に
　
東
京
文
学
を
歩
く

公
益
財
団
法
人
　
日
本
近
代
文
学
館
副
理
事
長
　
　
　
　

池
内
輝
雄
　

１
日
本
近
代
文
学
館
の
片
隅
にB
U

N
D

A
N

 C
O

FFEE &
 B

EER

と
い
う
小
さ
な
店
が
あ
る
。
活
字
に
疲
れ
た

目
を
休
め
る
た
め
、
利
用
者
も
多
い
よ
う
だ
。
コ
ー
ヒ
ー
の
味
も
な
か
な
か
。
圧
巻
は
店
主
が
集
め
た
と
い
う

近
代
文
学
の
単
行
書
が
棚
と
い
う
棚
に
ぎ
っ
し
り
並
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
だ
。

い
ま
ど
き
古
書
店
で
も
、
こ
れ
ほ
ど
充
実
し
た
書
棚
に
は
あ
ま
り
お
眼
に
か
か
れ
な
い
。

と
こ
ろ
で
先
日
、
た
ま
た
ま
座
っ
た
テ
ー
ブ
ル
の
ほ
ぼ
正
面
の
棚
に
、
背
表
紙
に
『
木
』
と
い
う
す
っ
き
り

と
し
た
書
体
の
本
が
あ
る
の
を
見
て
懐
か
し
い
思
い
が
し
た
。『
木
』
は
周
り
の
本
（
四
六
判
）
よ
り
や
や
背
が

高
く
（
菊
判
）、
頭
だ
け
が
飛
び
出
し
て
い
る
。
そ
の
高
さ
分
の
と
こ
ろ
に
題
名
が
一
文
字
、
墨
書
さ
れ
て
い
る
。

あ
た
か
も
〈
木
〉
が
周
囲
か
ら
浮
き
出
た
よ
う
に
。

家
に
帰
っ
て
、
あ
ら
た
め
て
『
木
』
を
手
に
と
っ
て
見
た
。
著
者
は
幸
田
文
。『
木
』
は
一
九
九
二
年
、
新

潮
社
か
ら
出
版
さ
れ
た
随
筆
集
で
あ
る
。
か
つ
て
こ
の
本
は
高
校
教
材
や
入
試
問
題
に
よ
く
使
わ
れ
た
、
い
わ
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9 はじめに

ば
古
典
的
な
テ
キ
ス
ト
だ
っ
た
。
今
読
み
返
し
て
み
て
も
、
じ
つ
に
見
事
な
文
章
で
あ
る
。

特
に
有
名
な
第
一
章
「
え
ぞ
松
の
更
新
」
は
、
北
海
道
の
自
然
林
の
中
で
営
ま
れ
る
「
倒
木
更
新
」
に
つ
い

て
触
れ
た
も
の
。
著
者
は
、
北
海
道
の
厳
し
い
自
然
の
な
か
、
種
が
倒
木
の
上
に
落
ち
た
だ
け
で
、
な
ぜ
発
芽

す
る
の
か
、
と
不
審
に
思
う
。
演
習
林
の
先
生
は
、
腐
っ
た
「
ボ
ロ
」
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
倒
木
の
古
株

が
腐
り
き
ら
ず
に
、
適
度
の
水
分
を
蓄
え
、
温
床
の
よ
う
に
な
り
、
新
し
い
種
を
芽
吹
か
せ
、
育
て
る
の
だ
と

い
う
。
著
者
は
、
古
木
は
「
た
だ
死
ん
じ
ゃ
い
な
い
ん
だ
」
と
感
じ
と
り
、
新
樹
た
ち
は
古
株
の
保
護
の
も
と
、

「
真
一
文
字
に
、
す
き
っ
と
立
っ
て
い
る
の
だ
」
と
い
う
感
慨
を
抱
く
。

あ
あ
、
そ
う
な
の
か
、
と
納
得
す
る
。
書
物
の
背
表
紙
の
あ
の
丈
高
き
書
体
に
は
、
著
者
の
そ
の
よ
う
な
深

い
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
た
の
だ
と
思
う
。
つ
い
で
に
、
文
学
館
の
設
立
に
も
、
同
じ
よ
う
な
思
い
が
込
め
ら

れ
て
い
た
は
ず
だ
っ
た
と
気
づ
か
さ
れ
た
。

文
学
館
に
お
立
ち
寄
り
の
際
に
は
、
ど
う
か
、
こ
の
本
の
置
か
れ
た
さ
ま
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

２
文
学
館
は
半
世
紀
以
上
前
の
一
九
六
三
年
に
設
立
、
一
九
六
七
年
、
こ
の
地
、
駒
場
公
園
内
に
開
館
し
た
。

設
立
・
開
館
に
当
た
っ
た
高
見
順
、
川
端
康
成
、
伊
藤
整
、
稲
垣
達
郎
、
小
田
切
進
ら
文
学
者
・
研
究
者
は
、

「
こ
の
ま
ま
で
は
多
数
の
貴
重
な
文
学
資
料
が
失
わ
れ
、
ひ
い
て
は
日
本
の
文
化
が
亡
び
る
」
と
い
う
危
惧
か

ら
、
図
書
・
雑
誌
・
原
稿
・
書
簡
・
写
真
・
遺
品
な
ど
、
近
代
文
学
資
料
の
収
集
に
力
を
注
い
だ
。

所
蔵
資
料
は
、
高
見
順
初
代
理
事
長
に
よ
る
お
よ
そ
五
万
点
に
お
よ
ぶ
寄
贈
を
は
じ
め
、
文
学
者
・
研
究

者
・
愛
書
家
に
よ
る
多
数
の
方
々
の
寄
贈
に
、
館
独
自
の
購
入
を
含
め
、
お
よ
そ
一
二
〇
万
点
に
及
ぶ
。
文
学
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の
専
門
館
と
し
て
充
実
し
た
内
容
を
整
え
る
に
い
た
っ
て
い
る
。

ま
た
開
設
当
初
を
除
い
て
公
的
機
関
か
ら
助
成
を
受
け
ず
、
現
在
は
「
公
益
財
団
法
人
」
と
し
て
、
維
持
会

員
・
友
の
会
会
員
か
ら
の
会
費
、
お
よ
び
出
版
社
・
各
地
の
文
学
記
念
館
・
大
学
図
書
館
な
ど
の
団
体
の
維
持

会
費
、
講
演
会
な
ど
の
入
場
料
で
運
営
し
て
い
る
。

さ
い
わ
い
、
た
く
さ
ん
の
方
々
の
ご
助
力
を
得
て
、
資
料
は
本
館
だ
け
で
は
収
ま
り
き
れ
な
い
ほ
ど
。
見
か

ね
た
あ
る
篤
志
家
か
ら
千
葉
県
成
田
に
分
館
建
設
の
た
め
の
土
地
を
寄
贈
さ
れ
、
全
国
の
方
々
の
寄
付
も
仰
ぎ
、

二
〇
〇
七
年
に
無
事
成
田
分
館
を
開
館
し
た
。

３
問
題
は
多
く
の
資
料
を
書
庫
の
中
に
眠
ら
せ
た
ま
ま
で
な
く
、
い
か
に
有
効
に
活
用
さ
せ
る
か
、
と
い
う
こ

と
に
な
る
。

当
館
は
、
開
設
以
来
、
図
書
資
料
の
閲
覧
や
出
版
を
は
じ
め
、
展
覧
会
、
講
座
、
講
演
会
、
朗
読
会
な
ど
、

文
学
の
盛
行
・
普
及
に
力
を
注
い
で
き
た
。

そ
の
一
環
と
し
て
数
年
前
、
講
座
「
資
料
は
語
る
」
を
開
い
た
。
中
で
も
副
題
に
「
東
京
文
学
誌
」
と
名
づ

け
た
講
座
は
評
判
が
芳
し
か
っ
た
。「
東
京
」
と
い
う
歴
史
的
・
文
化
的
空
間
に
深
い
関
係
を
持
つ
作
家
・
作

品
に
つ
い
て
、
原
稿
・
書
簡
な
ど
の
肉
筆
資
料
、
場
所
や
風
俗
に
関
す
る
各
種
資
料
を
ま
じ
え
な
が
ら
の
話
は
、

東
京
に
か
か
わ
り
の
あ
る
な
し
に
か
か
わ
ら
ず
、
多
く
の
方
々
の
興
味
・
関
心
を
喚
起
し
た
よ
う
だ
。

今
回
、
勉
誠
出
版
か
ら
そ
の
講
義
の
一
端
を
出
版
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
関
連
す
る
新
た
な
テ
ー

マ
の
論
考
も
加
え
た
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
う
し
た
形
で
世
に
出
る
こ
と
は
、
関
係
者
と
し
て
望
外
の
よ
ろ
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こ
び
で
あ
る
。

最
近
で
は
、
特
に
若
い
世
代
（
中
・
高
校
生
や
大
学
生
）
を
対
象
に
、
展
覧
会
「
教
科
書
の
な
か
の
文
学
／
教

室
の
そ
と
の
文
学
」
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
「
芥
川
龍
之
介
『
羅
生
門
』
と
そ
の
時
代
」（
二
〇
一
七
年
）、「
中
島
敦

『
山
月
記
』
と
そ
の
時
代
」（
二
〇
一
八
年
）、「
森
鷗
外
『
舞
姫
』
と
そ
の
時
代
」（
二
〇
一
九
年
）
を
開
い
た
。
さ

い
わ
い
、
受
講
者
は
一
般
の
方
々
に
交
じ
っ
て
多
く
の
若
い
世
代
が
集
ま
り
、
好
評
だ
っ
た
。

ま
た
、
中
学
・
高
校
の
国
語
担
当
の
教
員
を
対
象
に
し
た
セ
ミ
ナ
ー
「｢

教
室｣

と｢

文
学｣

を
つ
な
ぐ
」

（
二
〇
一
七
年
〜
）
を
開
催
し
た
。
多
数
の
参
加
者
の
熱
心
な
議
論
が
、
予
定
時
間
を
オ
ー
バ
ー
し
て
続
け
ら
れ
、

「
次
年
度
以
降
も
ぜ
ひ
」
と
い
う
強
い
要
望
が
寄
せ
ら
れ
た
。

展
観
を
見
る
だ
け
で
な
く
、
講
師
と
と
も
に
文
学
資
料
を
い
か
に
読
む
か
、
そ
の
こ
と
が
社
会
・
文
化
と
ど

う
つ
な
が
る
か
、
考
え
、
討
議
す
る
場
を
広
げ
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と
が
痛
感
さ
れ
た
。

本
書
も
、
そ
う
し
た
若
い
世
代
に
も
読
ま
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

「
倒
木
更
新
」
の
よ
う
に
、
よ
り
味
わ
い
の
あ
る
文
学
・
文
化
が
継
承
さ
れ
る
た
め
に
。

４
ふ
り
か
え
っ
て
「
東
京
」
の
歴
史
を
見
る
と
、
東
京
は
近
代
に
な
っ
て
少
な
く
と
も
二
度
の
大
き
な
災
害
に

見
舞
わ
れ
て
い
る
。
関
東
大
震
災
と
太
平
洋
戦
争
下
の
ア
メ
リ
カ
軍
に
よ
る
大
空
襲
で
あ
る
。

関
東
大
震
災
は
、
一
九
二
三
年
九
月
一
日
、
神
奈
川
・
東
京
地
方
を
襲
っ
た
大
震
災
で
死
者
は
一
〇
万
五
〇

〇
〇
人
、
全
壊
家
屋
二
九
万
四
〇
〇
〇
軒
と
い
う
。

東
京
大
空
襲
は
、
主
に
一
九
四
五
年
三
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
行
わ
れ
、
死
者
一
〇
万
人
以
上
、
被
災
者
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一
〇
〇
万
人
以
上
。
東
京
市
街
は
下
町
を
中
心
に
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
が
焼
失
し
、
焦
土
と
化
し
た
。
多
摩

地
区
の
立
川
・
八
王
子
も
空
襲
を
受
け
た
。

そ
う
し
た
大
災
害
に
も
め
げ
ず
、
東
京
は
復
興
し
、
発
展
を
遂
げ
て
き
た
。
特
に
関
東
大
震
災
後
に
始
ま
っ

た
近
代
的
な
建
築
と
昭
和
通
り
と
呼
ば
れ
る
よ
う
な
新
し
い
道
路
の
建
設
、
あ
る
い
は
焼
け
残
っ
た
古
い
街
並

み
の
保
存
や
維
持
。
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
が
、
現
在
も
東
京
に
独
特
な
風
情
と
詩
情
と
を
残
し
て
い
る
。

戦
後
は
一
九
七
〇
年
前
後
か
ら
都
市
再
開
発
が
始
め
ら
れ
る
。
典
型
的
な
例
は
東
京
多
摩
地
区
の
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
で
、
山
を
崩
し
、
谷
を
埋
め
、
自
然
木
を
は
ぎ
と
る
土
地
改
造
と
、
新
し
い
様
式
の
集
合
住
宅
や
家
屋
の

建
設
が
行
わ
れ
た
。
よ
か
れ
あ
し
か
れ
、
従
来
の
自
然
環
境
と
住
宅
地
と
の
関
係
性
を
根
本
か
ら
変
更
す
る
大

き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
っ
た
。

文
学
作
品
を
例
に
と
れ
ば
、
安
部
公
房
『
燃
え
つ
き
た
地
図
』、
遠
藤
周
作
『
海
と
毒
薬
』、
小
島
信
夫
『
抱

擁
家
族
』、
後
藤
明
生
『
書
か
れ
な
い
報
告
』
な
ど
、
新
興
住
宅
街
を
舞
台
に
人
間
の
あ
り
か
た
を
問
う
問

題
作
が
書
か
れ
た
。
特
に
『
燃
え
つ
き
た
地
図
』
は
、
行
方
不
明
の
男
を
さ
が
す
興
信
所
調
査
員
（
探
偵
）
が
、

整
然
と
区
画
整
理
さ
れ
た
集
合
住
宅
と
縦
横
に
走
る
広
い
街
路
の
中
（
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
と
特
定
し
て
い
る
わ
け

で
な
い
が
）
で
、
自
身
の
存
在
を
見
失
い
、
行
方
不
明
者
と
な
る
物
語
。「
東
京
」
が
、
そ
れ
ま
で
に
な
い
「
空

間
」
と
な
っ
た
こ
と
を
問
題
視
す
る
作
品
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
東
京
に
か
か
わ
る
作
家
・
作
品
論
は
、「
東
京
」
に
関
心
を
持
つ
方
々
に
と
っ
て
興
味

あ
る
問
題
に
ち
が
い
な
い
。
本
書
が
そ
う
し
た
関
心
に
お
応
え
で
き
る
こ
と
を
望
ん
で
や
ま
な
い
。
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